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１．はじめに
1920年代のアメリカと現代社会を比較してみると、若い女性の人生に
対する選択肢のひとつに「結婚」が大きな比重を占めていることに違い
はない。しかし、女性の職種が限られていた時代には、「結婚」にいた
る過程で通過する結婚相手を探す挑み方、心意気は就職難の現代におけ
る就職活動と同じような位置を占めていた。そのターゲットに階級的な
差があればなおさら難しいし、それ以外の人間的魅力という捕えがたい
要素についてより良い印象を与えられるようにあれこれ四苦八苦するの
は現代女性も同じであろう。
フィッツジェラルドの初期作品は男性が自分より階級も高い金持ちの
女性に憧れ、その社会的階級差を超えようとする物語が多いのが広く受
け入れられている特徴であり、そうしたプロットの物語が同作家の十八
番となっている。しかし、それだけではなく、The Great Gatsby が出版
された1925年以前に、女性を主人公にして男性を射止めようとする
‘The husband hunter’の物語も The Great Gatsby ほど注目されてこなか
ったものの存在する。若い女性の側からすれば男性と同じような願望を
抱くのは昔も今も変わらないはずである。むしろ、男女を逆にしたプロ
ットのほうが古く、フィッツジェラルドもそのようなプロットを思いつ
き、創作している。
２．‘A-boy-meets-a-girl story’の変奏としての‘A-girl-meets-a-boy story’
Bernice Bobs Her Hair は1920年５月１日にフィッツジェラルドの
初期作品群の短編の一篇として Saturday Evening Post（以降 Post）に掲
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F・スコット・フィッツジェラルドの短編 Bernice Bobs Her Hair
A-boy-meets-a-girl Story の変奏のベース
西　村　明　代
載された４番目の作品1 である。マシュー・ブロッコリが同短篇の注釈2
で、「同作家の初期作品群の中でウイットに富んだキャノンとしての位
置をしめている」作品であると述べている。
前述のとおり、若い男性が金持ちの女性に憧れる‘a-boy-meets-a-
girl story’を主題にした多くの作品のなかでも、この作品はやはり
1920年３月20日に Post に掲載された“Myra Meets His Family”3 とい
う‘a-boy-meets-a-girl story’の変奏と同じく、主人公を女性に入れ替
えた‘a-girl-meets-a-boy story’の一篇といえよう。”Myra Meets His
Family”は、Post に出版された前年の1919年に、〝Lilah Meets His
Family”と“Barbara Bobs Her Hair”という題名で St. Paul に掲載拒否
されていたという経 緯がある。そこで、一層の工夫を凝らして書き直
された。ヘンリー・ ダン・パイパーの説明によれば、“...retitled
‘Bernice Bobs Her Hair,’was more original, and described how a
wallflower transformed herself into a belle by daring to cut her hair like
a boys.”（Piper, 67）
従って、作家にとってこのような十八番の女性版の主題は決して新し
いものではなく、かねがね男性版の変奏として似たような主題を考えて
いたことがわかる。あるいは、女性の結婚願望を描いたのではあまりに
一般的で当たり前過ぎるために、その変奏としての’a-boy-meets-a-girl
story’の ほうが後に思いついた主題だったのかもしれない。
そのように考えると、作家の創作意図は、その当時、時代の先端を行
く‘flapper’4 と呼ばれる新しい女性を主人公とした物語を書くよりは、
そういう女性を得ようとして失敗する男性版のほうがより斬新で、衝撃
的なインパクトを読者にあたえると思ったのかもしれない。また、マイ
ラやバーニスのようなタイプの若い女性は、“flapper stories”と一括り
にされている後の作品にもたびたび登場している。ブライアント・マン
ガムも他のフラッパー物語と比べて、同短篇は、“worthy of the serious
critical scrutiny it has, in fact, begun to receive”（65）と評価している。
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当時、旧世代からは異端視されていた‘flapper’を自由の許容範囲がよ
り広い現代女性の生き方と比較しても本質は当時も今もそれほど変わっ
ていない。
３．物語のベース
また、1915年当時19才の作家には5才年下の妹 Annabel がいた。妹宛
の手紙には、ブロッコリの説明によれば、“how to achieve popularity
with boys”5 について自分の経験からこまごまと妹に指南している。そ
の手紙で自分自身の問題意識と相まって、14才の女性（妹）が社交界で
成功するためにどうふるまうべきか的確なアドバイスをしている。この
手紙には‘Basis of Bernice （A Life in Letters, 7）というタイトルがつ
いており、妹宛の手紙としてまとめられているが、手紙というよりはむ
しろ短篇、“Bernice Bobs Her Hair”を創作するためのベースとなるメ
モである。この短篇はこのメモとして書かれた内容をふくらませてまと
めたものに他ならない。その内容は手紙として、作家自身の可愛い妹宛
にはなっているが、個人的な問題から普遍的問題にそのテーマを拡大し
た形式で、妹を含むその年代の若い女性を対象にどのようにすれば異性
の感心を得ることができるかという社交上の必要な礼儀やマナーを示し
たものである。
When she was a teenager, Fitzgerald turned his attention to
refining her social skills: he always wanted to educate or improve
the women he knew. He provided detailed written instructions on
how to refine her image and make herself more popular with boys.
（Bruccoli, 62）
その妹宛の手紙の書き方も相手に対して諭すというよりは自分の考え
を項目ごとに列挙してまとめたもので、そのまま現代の若い女性向けに
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出版されている雑誌のひとつのコラムといっても違和感はないほどであ
る。物語の基礎については、クリス・マクドノウ6 だけでなく妹宛に書
いた手紙が創作のベースになっていることに言及している批評家は多
い。7
Before Gatsby でも指摘されているように、短篇が掲載されている当時
の雑誌 Post 自体ファッショナブルな洋服、車、化粧品 などを販売促進
することが目的の多くの広告が掲載されて出版されたものであった。そ
して、短篇に登場する新しい時代に颯爽と生きるファッショナブルな女
性像は流行やファッションに敏感な若い女性読者を惹きつけ、雑誌の購
読者数を増進するのに大きく寄与していた。
短篇の基礎ともいうべきメモである手紙そのものの書き方は、項目な
ども十分吟味整理されたものというよりは、思いつきを書き連ねた、ま
さにメモというほうが適当である。
手紙の中身は、全体的には３部構成で、最初は、“The General
Subject of Conversation”（７）。その中の最初の部分では男性が好む会
話。避けるべき会話。次の部分では男性と話す時の言葉使い、態度。次
に、“Poise: Carriage: Dancing: Expression”（８）で、ダンスをする時
の態度、表情、特に微笑について述べられている。（１）,（２）,（３）
に分かれ、最後の（３）はさらに細かく（a）（b）（c）（d）（e）の項目
が挙げられている。最後は、“Dress and Personality”（９）8 について述
べており、（A）自分のタイプを知り、その良い点を強調すること。（B）
小奇麗に見えるように髪の毛の手入れをする。（C）体型はスリムなのが
流行っているので、運動をすれば痩せられるし、健康的な肌が得られる。
スキン・クリームなどは塗らない。（D）下着を見せたりしないようにす
る。虫歯に注意して、ぼさぼさの眉毛はブラシで整えたり、濡らして朝
晩手入する。髪の毛の手入れもする。（E）優雅に歩くこと。模範となる
人の歩き方を真似して練習する。（F）きちんとした身づくろいをして、
自分に似合わないものは着ないようにし、店で良く見えても自分のタイ
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プに従うようにする。身体的な優雅さを磨く。（G）自信をもてるように
最善を尽くせば、少なくとも外面的には称賛を得られる。
このように項目ごとに述べている。それほど特異な内容ではなく、今
でも十分通用する常識的なマナーを示唆している。そして、“Remember
in all society nine girls out of ten marry for money and nine men out of
ten are fools.”（８）と述べている。結婚した場合、愛情よりもまずは経
済的に安定した生活を望める男性を探すことが大事で、この作者の考え
は前にも述べたように男女を逆にしても同じことではないだろうか。
４．髪の毛を切る行為
女主人公Berniceは南部出身で、２週間ほどの予定で東部に住む従姉
のMarjorieとその母親であり、バーニスにとっては叔母の家に滞在中で
ある。バーニスもその従姉マージョリも素晴らしく長い髪の毛をカール
してその豊かさを誇り大事にしている。毎日リボンなどの髪飾りをつけ
て結い上げ、夜寝る前にはおさげに三つ編みにする。
パーティで人の注目を集めることもできない退屈な話し方しかでき
ないバーニスは、ちょっと意地悪なマージョリにアドバイスを受け、
どうしたら男の子たちに注目され、話題の中心になれるか身のこなし、
ダンスの仕方、話し方などを教えてもらうことにする。ブロッコリは、
“In‘Bernice Bobs Her Hair,’written in 1919, the heroine is given popularity
lessons.”（63）と説明している。その挙句、マージョリの指示によって、
ある夕食会の席で、“Do you think I ought to bob my hair, Mr. Charley
Paulson?”（56）と隣の席に座っているチャーリ―に質問して、出席者
全員が振り向くような突飛な話題を提供することで注目を集めることが
できた。当時、女性の短髪はそれほど当たり前ではなかったようで、チ
ャーリーでさえ、“He replied that he didnt know much about bobbed
hair.”（56）と言っている。
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“So Ive decided,”she continued, her voice rising slightly,“that
early next week Im going down to the Sevier Hotel barbershop,
sit the first chair, and get my hair bobbed.”（56）
彼女は上記のように明言する。それ以降、男性達はバーニスに対して
興味津々となり、マージョリにばかり会いに来ていた男友達は、一転し
てバーニスを誘いに訪ねてくるようになる。バーニスもたくさんの男性
達にちやほやされて嬉しく良い気分になっているが、それも長くは続か
ない。ついに、友達がたくさんいる前で、マージョリに、“When?”（61）
と聞かれ、“Any time”（61）と答えるしかない。他の友達も、“a summer
bobbing party”（61）と言いながら揃ってホテルの床屋へ出かけること
になる。仕方なくそれに従うバーニスだが、全員が注目するうちに、床
屋の椅子に座わらされ、ケープを首のまわりにかけられ、ふさふさと長
い髪の毛をばっさりと肩までの長さに切りそろえられてしまう。
“You see”－her words fell into an awkward pause- “Ive done it.”
“Yes, youve－ done it,”admitted Warren.“Do you like it?”
There was a half-hearted "Sure" from two or three voices,
another awkward pause, and then Marjorie turned swiftly and
with serpentlike intensity to Warren.（63）
バーニス自身鏡に映る自分の髪型に落胆せざるを得ないが、約束通り
に髪の毛を切ったことを自分自身に言い聞かせて納得するしかない。そ
れまで面白がっていた友達もその姿にどう反応してよいのか困惑し、
“Sure”と答えるだけで、慰めの言葉もでない状態である。一人マージ
ョリだけが冷静に行動する。
その夜、母親世代を代弁する見解を披露する叔母さんは、“Oh,
Bernice, whatll your mother say? Shell think I let you do it.”（64）と
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バーニスの母親にどのように弁解したらよいのか困っている様子だ。恐
らく当のバーニス自身も母親にはどう釈明してよいのか困るだろう。
セルジオ・ペローサは次のように説明している。
Bernice agrees to bob her hair on the advice of her cousin (who
has her own reasons for suggesting it), and when this expedient
for greater popularity fails, Bernice takes her revenge by cutting
her cousins hair.（31）
物語の結末部分で、バーニスは夜中に寝ているマージョリの部屋に
忍びこみ、おさげ髪を根元からバッサリと切り、旅支度でこっそりと家
をでて一人愉快な気分になってマージョリのおさげ髪をぐるぐる振り回
し、道を隔てて向かいに住むウォレンの家のベランダに投げ込み月明か
りの道を行く。社交界でもっと人気を得られると思ってマージョリのア
ドバイスを受け入れて髪を切ってみたが、周りの反応は期待ほどではな
かった。自分の髪を切らせ、憐みの目で見つめていたマージョリにも自
分と同じ体験をさせて一泡吹かせようとする悪戯心からである。
また、“Here the drama seems to be about as important as the length
of the girlshair”（Perosa, 31）とあるように、髪の毛の長さが単に男
性の関心を得るためだけではなく、社会的にも若い女性の身嗜みとして
重要な要素となっている。髪型、特にその長さはスカートの長さと同じ
くその時代の流行に左右されてきた。第一次世界大戦前には、ごく一部
の女優や時代の先端をゆくファッショナブルな女性達だけの短髪が、戦
後には一般の女性にも徐々に受け入れられつつあったことは事実だろ
う。しかし、母親世代や保守的な人達からはまだ白い目で見られた時代
だった。
髪の毛を切る場所である‘barbershop’の発生は紀元前にさかのぼり
歴史は古い。しかし、主に男性の髭を剃ったりするのを含めて男性客の
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ためのもので、女性のためのものではなかった。女性用の‘beauty salon’
や‘beauty parlor’などがアメリカの中産階級に普及するのは第一次世
界大戦前後からである。何故、バーニスはbarbershopと限定して髪の毛
を切ると言い出したのか不明である。作家が男性だったために即座には
barbershopしか思い出さなかったのでうっかり‘barbershop’としたの
か、実際に女性専用に髪を切る適当な場所が近くになかったからという
設定からだろう。
５．おわりに
短い髪型であるおかっぱ頭は、当時の時代の先端をゆく女性ファッ
ションであり、主に女優やモデル、そして、職業を担っていた女性達
が率先して試した。旧態然とした女性の身嗜みから逸脱して新しい恰
好をすることは、姿形からであれ新しい女性像の模索で、時代の体現
である。それまで消極的であまり社交的でもなかったバーニスは、活
発で社交的なマージョリを見習い、まわりの人たちに半ばそそのかさ
れたとはいえ、自分の意志で髪を切る選択をしたことで一歩大人にな
ったといえる。また、主に男性が髪を整える場所で髪を切ることを選
択したことで、伝統的な女性像に追随して認められるよりは、‘flapper’
として主体的生き方を目指そうとする「新しい女性」としても一歩踏
みだしたといえよう。9
‘A-boy-meets-a-girl story’の主人公の少年はたいてい憧れの女性か
ら受け入れられず、夢破れ失意のうちに失敗する結末が多い。ところが、
その変奏である‘a-girl-meets-a-boy story’では、自分の愚かさに気づ
き、そうした行為から抜けだして自立してゆく。そこが男女の大きな違
いである。“Myra Meets His Family”のマイラも“Bernice Bobs Her Hair”
のバーニスも当初の目的を目指して頑張るが、その過程で得た教訓をも
とに自分独自の道を見つけて自主的に歩き出すのは共通している。
さらに、この‘a-girl-meets-a-boy story’は、‘flapper stories’と呼
234
横浜市立大学論叢人文科学系列　2012：Vol.63　№ 3
ばれ、フィッツジェラルドの初期を代表する作品のなかでも‘trash
category’に分類され、機知にとんだ小品としてそれなりの評価はされ
たものの、あまり重要視されてこなかった。ほとんどの場合、二、三行
ほどで批評、言及されているのがせいぜいである。しかし、この‘a-
girl-meet-a-boy story’こそが後の代表作である The Great Gatsby をは
じめとする‘a-boy-meets-a-girl story’の代表作品を生み出すベースと
なるアイディアを形成するのに大きな役割を果たしていたのだ。
Notes
１．Before Gatsby: The First Twenty-Six Stories では“His name first
appeared on the cover with his third Post appearance”となってい
るが、“Head and Shoulders,”“Myra Meets His Family,”The
Camels Back”に次いで４番目である。
２．The Short Stories of F. Scott Fitzgerald. p.45
３．Fitzgerald, F. Scott.“Myra Meets His Family.”The Price was
High:Fifty Uncollected Stories by F. Scott Fitzgerald. Ed. Matthew
J.Bruccoli, New York: MJF Books, 1979. p.11-32.
４．第一次世界大戦後、特に1920年代アメリカに登場した戦前の道徳観
に縛られないフィッツジェラルド作品に特徴的な若い女性像を指し
ている。
５．The Short Stories of F. Scott Fitzgerald. p.45
６．McDonoughは登場人物の名前にこだわる作家がいることを指摘して
おり、Berniceの意味を説明している。フィッツジェラルドがバー
ニスの名前を意図的に指摘の通りに名付けたかどうかは記載がない
ので不明だが、Berniceはギリシャ語でBerenice、古代エジプト女
王の名前。The Berenices Hair はかみのけ（髪）座を意味する。
７．例えばPiperは、“The basis for it was a list of instructions telling
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how a girl could make herself popular, which Fitzgerald had
prepared for the edification of his younger sister.”と述べている。
８．ブロッコリは Some Sort of Epic Grandeur で、（C）から（F）を引用
している。妹は14歳で、妹よりも年長の少女にこのメモ内容を適用
したと脚注をつけている。
９．“After the heroine of his story,‘Bernice Bobs Her Hair, walked
into a mens barber shop and asked for a short haircut, Fitzgerald
and Lorimer both were swamped with letters from angry parents
accusing them of corrupting their daughters morals.”（Piper, 74）
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